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                                 平成 30 年３月 22 日 
各  位 

 
 
 
 
 
 

                                

業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 29年５月 15日に公表した業績予想および配当予想を

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
 

記 
 
１．業績予想の修正について 
 
（１）修正の内容 

平成 30 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 173,000 2,500 1,800 800 38.27 

今回修正予想（Ｂ） 157,000 2,850 2,600 1,750 83.73 

増減額（Ｂ－Ａ） △16,000 350 800 950  

増減率（%） △9.2 14.0 44.4 118.8  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年３月期) 
167,200 6,196 5,897 △7,438 △355.86 

 

平成 30 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 165,000 2,300 1,700 700 32.94 

今回修正予想（Ｂ） 150,000 2,400 2,250 1,700 79.99 

増減額（Ｂ－Ａ） △15,000 100 550 1,000  

増減率（%） △9.1 4.3 32.4 142.9  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年３月期) 
159,177 5,713 5,553 △7,492 △352.54 
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（２）修正の理由 

①個別業績予想 

売上高は、主に海外の受注高が予想を下回った影響により、前回予想を下回る見込みであ

ります。営業利益は、工事の採算性が改善したことなどにより、前回発表予想より増加す

る見込みであり、また、為替差損の発生額が期首見込みより改善したことなどにより、経

常利益及び当期純利益につきましても、それぞれ前回発表予想より増加する見込みであり

ます。 

 

②連結業績予想 

連結業績予想につきましては、主に個別業績予想の修正に伴い修正を行うものであります。 

 

（ご参考）平成 30年３月期個別受注予想数値の修正 
 個別受注高 

 百万円 

前回発表予想（Ａ） 188,000 

今回修正予想（Ｂ） 140,000 

増減額（Ｂ－Ａ） △48,000 

増減率（%） △25.5 

(ご参考)前期実績(平成 29 年３月期) 130,914 

 

受注高につきましては、海外で注力していた大型案件が受注できなかったことなどにより、

期首の見通しを下回る見込みです。 

２．配当予想の修正について 

 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

期末 合計 

前回予想 
（平成 29 年５月 15 日発表） 

円 銭 円 銭 

10.00 10.00 

今回修正予想 20.00 20.00 

前期実績 
（平成 29 年３月期） 

0.00 0.00 

 

（２）修正の理由 

当社の配当金につきましては、安定的な配当を継続することに重点をおきつつ、業績に応じ

た利益還元を行うことを基本方針としております。また、中期経営計画に掲げる、安定した

経営の基盤となる財務体質を実現すべく、内部留保の積増しにも取り組んでまいります。 

この度の業績予想の修正を踏まえ、平成 30 年３月期の期末配当は、前回予想より 10円増配

の 20円に修正することといたします。 

なお、期末配当金につきましては、平成 30年６月開催予定の第 128 回定時株主総会の決議

をもって正式に決定し、実施する予定です。 

 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 

上記の予想数値は、当社が発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

て作成したものであり、実際の業績は、今後さまざまな要因によって業績予想値とは異なる結果となる可能

性があります。 

以 上 


